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軍
記･
語
り
物
研
究
会 

第
374
回
例
会
（
二
〇
〇
七
年
夏
企
画
例
会
）
二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
二
日 

於･

法
政
大
学 

共
同
討
議･
「
初
期
軍
記
」
研
究
の
検
証
と
展
開―

新
た
な
「
状
況
」
と
「
変
容
」
を
探
る―

 

（
報
告
資
料
） 

 

〈
初
期
軍
記
〉
に
お
け
る
戦
闘
被
害
の
表
現
―
「
兵
」
の
周
辺
― 

報
告 

久 

保  

勇 

＊
は
じ
め
に 

『
将
門
記
』『
陸
奥
話
記
』『
奥
州
後
三
年
記
』
と
い
う
作
品
が
描
く
、〈
将
門
の
乱
〉〈
前
九
年
合
戦
〉〈
後
三
年
合
戦
〉
に
つ
い
て
は
、『
人
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
』
シ

リ
ー
ズ
（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
監
修
、
東
洋
書
林
）･

『
戦
争
の
日
本
史
』
シ
リ
ー
ズ
（
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
、
歴
史
学
系
の
叢
書
類
が
続
々
と
上
梓
さ
れ
、
昨
今
の
戦

争
史
研
究
の
最
新
成
果
が
一
般
に
広
く
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
史
研
究
も
こ
う
し
た
「
戦
争
研
究
」
と
連
動
す
る
形
で
『
戦
争･

暴
力
と
女
性
』
シ
リ
ー
ズ
（
吉

川
弘
文
館
）
な
ど
の
成
果
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。
主
と
し
て
歴
史
学
研
究
の
成
果
が
も
た
ら
し
て
い
る
、
い
く
つ
か
の
「
新
た
な
状
況
」
の
中
で
、
軍
記
物
語
研
究

が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
可
能
性
を
見
い
だ
せ
る
の
か
、
一
般
に
「
戦
争
被
害
」
と
認
識
さ
れ
る
記
述
そ
の
も
の
を
問
題
化
し
、〈
初
期
軍
記
〉
作
品
の
〈
読
み
〉
を
通
じ
て

捉
え
直
し
、
問
題
提
起
を
お
こ
な
い
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
以
後
、【
資
料
】【
参
考
】
中
の
ゴ
チ
ッ
ク
強
調
、
傍
線
は
発
表
者
に
よ
る
。 

 

一
．
最
近
の
研
究
か
ら 

【
参
考
１
】
日
下
力
氏
「
現
実
と
物
語
世
界

―
軍
記
物
語
の
場
合

―
」（
武
久
堅
氏
監
修
『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
） 

夫
や
息
子
の
安
否
を
思
う
女
性
た
ち
の
悩
み
は
、
戦
争
の
さ
な
か
に
尽
き
る
こ
と
な
く
、
愛
す
る
も
の
を
失
っ
た
の
ち
に
は
、
そ
の
深
刻
さ
を
増
す
。
自
分
の
力
の
及

ば
ぬ
世
界
か
ら
不
可
避
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
現
実
は
、
理
不
尽
以
外
の
何
物
で
も
あ
る
ま
い
。
物
語
は
、
そ
こ
を
描
き
切
っ
て
い
る
。 

軍
記
物
語
研
究
の
場
合
、
物
語
世
界
と
現
実
と
の
距
離
を
ど
う
捕
捉
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
作
品
の
素
材
と
な
っ
た
戦
乱
と
の
距
離
は
無
論
、
作
品
成
立
時
の
社
会
状

況
や
戦
い
の
実
態
と
の
距
離
、
更
に
は
、
普
遍
的
な
人
間
存
在
の
あ
り
よ
う
と
の
距
離
。
特
に
文
学
性
に
関
し
て
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
最
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に

取
り
あ
げ
た
女
性
た
ち
の
懊
悩
は
、
決
し
て
複
雑
な
心
理
の
忠
実
な
再
現
で
は
な
く
、
言
わ
ば
刈
り
込
ま
れ
た
一
つ
一
つ
の
苦
悩
の
純
化
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
純
化
が
、
人
び
と
の
共
感
に
つ
な
が
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
純
化
の
方
向
性
が
、
正
し
く
我
々
の
心
の
現
実
を
投
影
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

に
外
な
る
ま
い
。
そ
れ
が
で
き
た
の
は
、
い
や
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
歴
史
上
に
実
在
し
、
動
乱
の
時
代
を
生
き
た
人
間
を
扱
う
軍
記
物
語
だ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
価
値
は
、
そ
こ
ら
あ
た
り
に
あ
り
は
し
な
い
か
。 

【
参
考
２
】
佐
伯
真
一
氏
『
戦
場
の
精
神
史
』
第
二
章
「
戦
場
の
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
」
八
二
頁
～
八
九
頁
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
四
） 

「
非
戦
闘
員
は
保
護
さ
れ
た
の
か
」 

『
将
門
記
』
冒
頭
、
承
平
五
（935

）
年
二
月
四
日
の
源
扶
勢
力
範
囲
の
焼
き
討
ち
に
つ
い
て
、
福
田
豊
彦
氏
の
説
（『
平
将
門
の
乱
』
九
八
頁
～
、
岩
波
新
書
、
一
九
八

一
）
を
紹
介
し
、「
こ
う
し
た
焼
き
討
ち
が
当
然
の
戦
術
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
非
戦
闘
員
の
安
全
保
障
な
ど
と
い
う
感
覚
が
、
さ
し
て
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な

い
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
藤
木
久
志
氏
の
（『
戦
国
の
作
法
－
村
の
紛
争
解
決
－
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
）「
古
代
末
以
来
、
中
世
を
通
じ
て
、
ど
の
戦
い
に
も
一
貫
し
て
、

物
や
人
を
奪
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
、
略
奪
戦
争
と
い
う
本
性
が
隠
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
」
と
い
う
発
言
を
紹
介
し
、「
非
戦
闘
員
の
殺
害
は
、
よ
い
こ
と
と
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
珍
し
い
こ
と
で
も
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。 

「
女
性
は
保
護
さ
れ
た
の
か
」（
抜
粋
引
用
） 

『
将
門
記
』
や
『
今
昔
物
語
集
』
の
話
の
よ
う
な
東
国
の
近
隣
の
武
士
同
士
の
合
戦
の
場
合
、
相
互
に
縁
戚
関
係
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
敗
者
側
の
女
性
と
い
っ

て
も
、
勝
者
側
に
と
っ
て
親
し
い
一
族
、
あ
る
い
は
中
立
的
な
立
場
の
家
の
出
身
者
で
あ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
戦
に
勝
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
敗

者
側
の
女
性
を
好
き
勝
手
に
扱
う
こ
と
は
、
思
わ
ぬ
方
面
に
敵
を
作
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た
人
間
関
係
に
よ
る
制
約
な
し
に
女
性
保
護
と
い
う
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
え
た
の
か
ど
う
か
、
維
茂
の
よ
う
な
理
想
的
な
振
る
舞
い
が
ど
の
程
度
一
般
的
だ
っ
た
の
か
は
、
疑
わ
し
い
感
も
あ
る
。
縁
故
関
係
の
か
ら
ま
な
い
敵
と
の
戦

い
や
、
敵
を
全
体
と
し
て
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
戦
い
で
は
、
女
性
の
生
命
は
奪
わ
な
い
と
し
て
も
、
レ
イ
プ
の
対
象
と
し
た
り
、
戦
利
品
と
し
て
扱
う
よ
う
な
行
為

は
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
想
像
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
、
ル
ー
ル
は
一
応
あ
っ
た
と
、
言
い
う
る
に
し
て
も
、
そ
の
程
度
の
ル
ー
ル
で
あ
っ
た
と
考
え

て
お
く
。 
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【
参
考
３
】
義
江
明
子
氏
「
古
代
社
会
の
戦
争
と
女
性
」（
西
村
汎
子
氏
編
『
戦
の
中
の
女
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
） 

＊
『
風
土
記
』（
常
陸･

豊
後･

肥
前
、
逸
文
陸
奥･

逸
文
日
向
）
に
認
め
ら
れ
る
土
蜘
蛛
八
十
女
の
戦
い
→
【
参
考
４
】 

＊
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
将
軍
の
妻
が
夫
と
と
も
に
戦
場
に
い
る
状
況
」
五
例
（
四
例
は
「
朝
鮮
諸
国
へ
の
遠
征
軍
」
一
例
は
「
蝦
夷
征
討
」） 

強
姦
を
の
り
こ
え
た
女
（
→
【
資
料
】）
③
の
話
に
は
ま
だ
つ
づ
き
が
あ
る
。
一
同
を
虜
に
し
た
敵
将
は
、
河
辺
臣
瓊
缶
に
「
汝
、
命
と
婦
と
、
い
づ
れ
か
尤
だ
愛
し
き
」

と
た
ず
ね
る
。
瓊
缶
は
自
分
の
命
ほ
ど
大
事
な
も
の
は
な
い
と
答
え
て
、
妻
を
差
し
出
し
た
。 

引
用
→
【
資
料
18
】『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
二
十
三
年
七
月 

敵
将
に
強
姦
さ
れ
た
甘
美
媛
は
、
命
惜
し
さ
に
自
分
を
差
し
出
し
た
夫
の
卑
劣
さ
を
痛
烈
に
批
判
し
、
夫
の
手
を
払
い
の
け
て
去
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
示
さ
れ
た
甘
美
媛
の
堂
々
と
し
た
強
さ
は
、
こ
れ
以
後
の
時
代
の
史
書
や
物
語
類
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
、
戦
場
で
の
強
姦
被
害
者
の
姿
と
は
あ
ま
り
に
違
う
。

強
姦
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
は
何
ら
彼
女
自
身
の
〝

恥
〟

で
は
な
く
、
名
前
を
秘
す
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、
戦
争
の
勝
者
に
よ
る
敗
者
へ
の
強
姦

記
事
は
、
国
内
の
戦
争
に
つ
い
て
は
み
ら
れ
な
い
。
敵
地
で
敵
将
に
よ
っ
て
姧
さ
れ
た
、
と
す
る
こ
の
話
が
唯
一
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。 

〝

強
姦
は
戦
争
に
つ
き
も
の
〟

な
の
で
は
な
く
、
戦
争
の
質
が
変
わ
り
、
女
と
男
の
関
係
が
変
わ
る
中
で
、
歴
史
的
に
生
ま
れ
て
く
る
事
態
な
の
で
あ
る
。 

…
『
日
本
書
紀
』
神
武
即
位
前
記
の
「
男
軍･

女
軍
」
や
、
妊
娠
し
た
神
功
皇
后
が
武
装
し
て
新
羅
に
遠
征
す
る
神
功
摂
政
前
紀
の
話
は
、
妊
婦
も
含
め
て
〝

男
女
が
戦
場

に
い
る
〟

、
と
い
う
一
般
的
状
況
を
前
提
と
し
て
作
り
出
さ
れ
た
物
語
な
の
で
あ
る
。 

【
参
考
４
】『
風
土
記
』
逸
文･

陸
奥
国
八
槻
郡 

〔
陸
奧
の
国
の
風
土
記
に
曰
は
く
〕
八
槻
と
名
づ
く
る
ゆ
え
は
、
卷
向

ま
き
む
く

の
日
代
の
宮
に

御

宇

あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し

景
行
天
皇
の
時
、
日
本
武
の
尊
、
東
の
夷

え
み
し

を
征
伐

う

ち
て
、
此

の
地
に
到
り
た
ま
ひ
、
八
目

や
つ
め

の
鳴
鏑
を
も
ち
て
、
賊あ

た

を
射
、
斃た

ふ

し
た
ま
ひ
き
。
其
の
矢
の
下
降

く

だ

り
し
処
を
矢
着
と
云
ふ
。
即
ち
正
倉

み
や
け

あ
り
。
神
亀
三
年
、
字
を
八
槻
と
改

む
。
古
老
伝
へ
て
い
は
く
、
昔
、
此
の
地
に
八
た
り
の
土
知
朱

つ

ち

ぐ

も

あ
り
き
。
一
を
黒
鷲

く
ろ
わ
し

と
曰
ひ
、
二
を
神
衣
媛

か
む
み
ぞ
ひ
め

と
曰
ひ
、
三
を
草
野
灰

か
や
の
は
ひ

と
曰
ひ
、
四
を
保
々
吉
灰

ほ

ほ

き

は

ひ

と
曰
ひ
、

五
を
阿
邪
爾
那
媛

あ

ざ

に

な

ひ

め

と
曰
ひ
、
六
を
栲
猪

た
く
ゐ

と
曰
ひ
、
七
を
神
石
萱

か
む
い
し
か
や

と
曰
ひ
、
八
を
狹
礒
名

さ

し

な

と
い
ひ
き
。
各
、
族

う
か
ら

あ
り
て
、
八
処
の
石
室
に
屯

い
は

み
き
。
此
の
八
処
は
皆
要
害

ぬ

み

の
地
な
り
。
よ
り
て
、
上

命

お
ほ
み
こ
と

に
順

ま
つ
ろ

は
ざ
り
き
。
国
造
、
磐
城
彦

い
わ
き
ひ
こ

の
敗
れ
走に

げ
し
後
は
、
百

姓

お
ほ
み
た
か
ら

を
虜を

か

し
掠
め
て
止
む
こ
と
な
し
。
纏
向
の
日
代
の
宮
に
御
宇
し
め
し

し
景
行
天
皇
、
日
本
武
の
尊
に
詔
し
て
、
土
知
朱
を
征
討
た
し
め
た
ま
ひ
き
。
土
知
朱
等
、
力
を
合
せ
て
防
禦

ふ

せ

ぎ
、
ま
た
、
津
軽
の
蝦
夷
に
諜

た
ば
か

り
、
猪
鹿

し

し

弓･

猪
鹿
矢
を

石
城
に
許
多
連

こ
こ
だ
つ
ら

ね
張
り
て
、
官
兵

み
い
く
さ

を
射
け
れ
ば
、
官
兵
え
進
歩

す

す

ま
ざ
り
き
。
日
本
武
の
尊
、
槻つ

き

弓･

槻
矢
を
執
り
執
ら
し
て
、
七
発

な
な
さ

発
ち
、
八
発

や

さ

発
ち
た
ま
へ
ば
、
す
な

は
ち
、
七
発
の
矢
は
、
電
の
ご
と
く
鳴
り
響
み
て
、
蝦
夷
の
徒
を
追
ひ
退
け
、
八
発
の
矢
は
八
た
り
の
土
知
朱
を
射
貫
き
て
、

立
た
ち
ど
こ
ろ

に
斃
し
き
。
其
の
土
知
朱
を
射
し
征
箭

そ

や

は
、

悉
こ
と
ご
と

に
芽
生
ひ
て
、
槻
の
木
と
成
り
き
。
其
の
地
を
八
槻
の
郷
と
云
ふ
。
す
な
わ
ち
正
倉
あ
り
。
神
衣
媛

か
む
み
ぞ
ひ
め

と
神
石
萱

か
む
い
し
か
や

と
の
子
孫

す

ゑ

、
赦
さ
れ
し
者
は
郷
の
中
に
あ
り
。

今
、
綾
戸

あ
や
べ

と
い
ふ
は
こ
れ
な
り
。 

【
参
考
５
】
そ
の
他
の
関
連
研
究 

関
口
裕
子
氏
「
日
本
古
代
の
戦
争
と
女
性
」（
前
近
代
女
性
史
研
究
会
編
『
家･

社
会･

女
性
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
←
大
日
方
純
夫
編
『
日
本
家
族
史
論
集
13 
民

族･

戦
争
と
家
族
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
） 

藤
木
久
志
氏
「
日
本
中
世
の
女
性
た
ち
の
戦
争
」（『
総
合
女
性
史
研
究
』
一
六
号
、
一
九
九
九
←
大
日
方
純
夫
編
『
日
本
家
族
史
論
集
13 

民
族･

戦
争
と
家
族
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
） 

藤
木
久
志
氏
『
新
版 

雑
兵
た
ち
の
戦
場
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
） 

 

二
．
狙
わ
れ
る
妻
子
／
守
ろ
う
と
す
る
兵 

【
資
料
１
】『
将
門
記
』「
将
門
の
反
撃
」 

其
ノ
四
日
ヲ
以
テ
、
野
本･

石
田･

大
串･

取
木
等
ノ
宅
ヨ
リ
始
メ
テ
、
与
力
ノ
人
々
ノ
小
宅
ニ
至
ル
マ
デ
、
皆
悉
ク
焼
キ
巡
ル
。（
屋
ニ
蟄
レ
テ
焼
カ

ル
ル
者
ハ
、
烟
ニ
迷
ヒ
テ
去
レ
ズ
）、
火
ヲ
遁
レ
テ
出
ル
者
ハ
、
矢
ニ
驚
キ
テ
還
リ
、
火
中
ニ
入
リ
テ
叫
喚
ス
。 

 

ノ
中
、
千
年
ノ
貯
一
時
ノ
炎
ニ

伴
フ
。
又
筑
波･

真
壁･

新
治
、
三
箇
郡
ノ
伴
類
ノ
舎
宅
五
百
余
家
、
員
ノ
如
ク
焼
キ
掃
フ
。
哀
シ
キ
哉
、
男
女
ハ
火
ノ
為
ニ
薪
ト
ナ
リ
、
珍
財
ハ
他

ノ
為
ニ
分
ツ
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
ヌ
。
三
界
火
宅
ノ
財
ニ
五
主
ア
リ
、
去
来
不
定
ナ
リ
ト
イ
フ
ハ
、
若
シ
ク
ハ
之
ヲ
謂
フ
歟
。
其
ノ
日
ノ
火
声
ハ
雷
ヲ
論

ジ
テ
、
響
テ
施
シ
、
其
ノ
時
ノ
煙
色
ハ
雲
ト
争
ヒ
テ
、
空
ヲ
覆
フ
。
山
王
ハ
煙
ニ
交
リ
テ
、
巌
ノ
後
ニ
隠
ル
。
人
宅
ハ
灰
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
風
ノ
前



 3 

ニ
散
ズ
。
国
吏
万
姓
ハ
、
之
ヲ
視
テ
哀
慟
ス
。
遠
近
ノ
親
疎
ハ
、
之
ヲ
聞
キ
テ
歎
息
ス
。
箭
ニ
中
リ
テ
死
セ
ル
者
ハ
意
ハ
ザ
ル
ニ
父
子
ノ
中
ヲ
別
タ

ル
。
楯
ヲ
棄
テ
テ
遁
ル
ル
者
ハ
、
図
ラ
ザ
ル
ニ
夫
婦
ノ
間
ヲ
離
タ
レ
ヌ
。 

○
『
扶
桑
略
記
』
該
当
記
事
な
し
。『
今
昔
』
巻
廿
五
第
一
「
或
ハ
多
人
ノ
家
ヲ
焼
キ
失
ヒ
、
或
ハ
数
人
ノ
命
ヲ
殺
ス
」
と
概
括
。 

【
参
考
６
】
篠
原
昭
二
氏
「
将
門
記
の
作
者
」（『
國
語
と
國
文
學
』
一
九
六
〇･

四
） 

理
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
将
門
軍
の
行
動
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
裏
面
を
忘
れ
ず
に
記
述
し
、
合
戦
の
た
び
に
、
戦
う
勇
士
の
姿
を
記
す
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

必
ず
多
く
の
筆
を
費
し
て
、
戦
後
の
惨
状
を
語
り
、
殊
に
僧
尼
を
始
め
合
戦
と
は
無
関
係
な
者
の
悲
哀
を
細
か
く
記
述
す
る
作
者
の
眼
は
、
勝
敗
の
行
方
よ
り
も
、
合
戦･

争
乱
の
悲
惨
な
裏
面
を
見
て
い
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
者
に
戦
い
を
そ
の
よ
う
な
も
の
に
見
せ
る
も
の
は
、
随
所
に
使
用
さ
れ
る
仏
教
用
語
か
ら
見
て
も
、
作
者

の
持
つ
仏
教
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

【
参
考
７
】
福
田
豊
彦
氏
「『
将
門
記
』
の
成
立
」（『
軍
記
文
学
研
究
叢
書
２ 

軍
記
文
学
の
始
発

―
初
期
軍
記
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
） 

『
今
昔
物
語
集
』
巻
廿
五
第
一
話
に
収
録
さ
れ
た
将
門
説
話
が
、
将
門
記
の
或
る
本
を
座
右
に
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
忠
実
な
翻
訳
で
は
な
く
、
時

代
に
適
合
す
る
よ
う
に
書
き
換
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
昔
物
語
の
他
の
説
話
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
「
翻
案
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
同
書
に
、

将
門
と
伯
父
良
兼
と
の
争
い
の
原
因
を
「
父
故
良
持
ガ
田
畠
ノ
謡
ニ
依
テ
遂
ニ
合
戦
ニ
及
ブ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
伯
父
（
叔
父
）
良
兼
ら
が
将
門
の
父
良

持
の
所
領
を
横
領
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
、
と
一
部
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
私
は
と
ら
な
い
。
こ
の
遺
領
争
い
説
は
い
か
に
も
も
っ
と
も
ら
し
く
、
今
昔
物
語
成
立
期

の
常
識
で
は
あ
ろ
う
が
、
十
世
紀
に
は
適
合
し
な
い
。
将
門
記
に
よ
る
と
、
将
門
と
良
兼
の
合
戦
で
は
、
戦
闘
の
後
に
敵
の
土
地
を
占
領
せ
ず
、
放
火
し
て
引
き
上
げ
て

お
り
、「
所
領
」
成
立
以
前
の
戦
闘
方
式
で
あ
る
。
両
者
の
紛
争
原
因
は
、
将
門
略
記
の
「
女
論
」
と
す
る
の
が
正
し
く
、
良
兼
の
娘
と
将
門
の
婚
姻
に
か
か
わ
る
紛
争
と

み
る
の
が
妥
当
。 

【
資
料
２
】『
将
門
記
』「
北
山
の
決
戦
」 

新
皇
ハ
弊
レ
ル
敵
等
ヲ
招
カ
ム
ト
擬
テ
、
兵
使
ヲ
引
率
テ
幸
嶋
ノ
広
江
ニ
隠
ル
。
爰
ニ
貞
盛
ハ
、
事
ヲ
左
右
ニ
行
ヒ
、
計
ヲ
東
西
ニ
廻
ラ
シ
テ
、
且

ツ
新
皇
ノ
妙
屋
ヨ
リ
始
メ
テ
悉
ク
与
力
ノ
辺
ノ
家
ヲ
焼
キ
掃
フ
。
火
ノ
煙
ハ
昇
リ
テ
天
ニ
余
リ
ア
リ
、
人
ノ
宅
ハ
尽
キ
テ
地
ニ
主
ナ
シ
。
僅
カ
ニ
遺

レ
ル
緇
素
ハ
舎
宅
ヲ
棄
テ
テ
山
ニ
入
ル
。
適
留
レ
ル
士
女
ハ
、
道
ニ
迷
ヒ
テ
方
ヲ
失
フ
。
常
陸
ノ
国
ノ
已
ニ
損
ハ
レ
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
恨
ミ
ズ
、
唯
ダ
将

門
等
ノ
不
治
ナ
ル
コ
ト
ヲ
歎
ク
。 

○
『
扶
桑
略
記
』
天
慶
二
年
十
一
月
廿
一
日
「
舎
宅
皆
悉
焼
廻
。
蟄
レ

屋
焼
者
迷
レ

烟
不
レ

去
。
遁
レ

火
出
者
驚
レ

矢
還
入
。
凡
一
国
人
物
。
一
旦
焼
滅

矣
。」、『
今
昔
』
該
当
部
分
な
し
。 

【
資
料
３
】『
陸
奥
話
記
』「
亘
理
経
清
の
離
反
」 

経
清
が
曰
く
「
善
し
」
と
。
則
ち
流
言
を
構
へ
軍
中
を
驚
か
し
て
曰
く
。「
頼
時
軽
騎
を
遣
し
て
間
道
に
出
て
、
将
に
国
府
を
攻
め
将
軍
の
妻
子
を
取

ら
ん
と
す
」
と
云
々
。
将
軍
の
麾
下･

内
客
、
皆
妻
子
国
府
に
在
り
。
多
く
将
軍
を
勧
め
て
国
府
に
帰
ら
し
む
。
将
軍
衆
の
勧
め
に
因
り
て
、
自
ら
驍

騎
数
千
人
を
将
て
日
夕
に
馳
せ
還
る
。 

○
『
扶
桑
略
記
』
所
引
『
奥
州
合
戦
記
』
該
当
部
分
な
し
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
廿
五
第
十
三
「
謀
ノ
言
ヲ
以
テ
軍
等
ニ
云
ク
、「
頼
時
ガ
軍
間
道
ヨ

リ
出
テ
、
国
府
ヲ
責
テ
守
ノ
北
ノ
方
ヲ
取
ラ
ム
ト
ス
」。
此
ヲ
聞
テ
、
守
軍
等
発
リ
騒
グ
」 

【
資
料
４
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
秀
武
の
画
策
」 

（
秀
武
）「
み
ち
の
國
に
清
衡･

家
衡
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
清
衡
は
、
亘
理
の
権
大
夫
経
清
が
子
な
り
。
経
清
、
貞
任
に
相
ぐ
し
て
う
た
れ
に
し
後
、

武
則
が
太
郎
武
貞
、
経
清
が
妻
を
よ
び
て
、
家
衡
を
ば
う
ま
せ
た
る
な
り
。
し
か
れ
ば
、
清
衡
と
家
衡
と
は
、
父
か
は
り
て
母
ひ
と
つ
の
兄
弟
な
り
」。

秀
武
、
こ
の
二
人
が
も
と
へ
使
を
は
せ
て
い
ひ
を
く
る
や
う
、「
真
衡
に
、
か
く
従
者
の
ご
と
く
し
て
あ
る
は
、
そ
こ
た
ち
は
、
や
す
か
ら
ず
は
お
ぼ

さ
ず
や
。
思
は
ざ
る
外
の
こ
と
い
で
き
て
、
勢
を
ふ
る
ひ
て
、
既
に
我
も
と
へ
よ
す
る
也
。
そ
の
あ
と
に
、
そ
こ
た
ち
い
り
か
は
り
て
、
か
の
妻
子

を
と
り
、
家
を
や
き
は
ら
ひ
給
へ
。
さ
て
、
眞
衡
を
や
う
や
く
か
た
ぶ
く
べ
き
な
り
。
そ
の
ひ
ま
を
も
と
め
む
に
、
此
時
は
天
道
の
あ
た
へ
給
ふ
時

な
り
。『
眞
衡
、
妻
子
を
と
ら
れ
、
住
宅
を
や
き
は
ら
は
れ
ぬ
』
と
き
か
ば
、
わ
れ
、
雪
の
首
を
眞
衡
に
え
ら
れ
む
事
、
さ
ら

く
憂
に
あ
ら
ず
」
と

い
ひ
を
く
れ
り
。 

【
資
料
５
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
欠
失
部
＝
『
康
富
記
』
訓
読
」 
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剰
へ
清
衡
に
抽
賞
あ
る
間
、
家
衡
、
清
衡
が
館
に
同
居
せ
し
む
る
時
、
密
に
青
侍
を
謀
り
、
青
侍
、
清
衡
を
害
せ
む
と
す
。
清
衡
、
先
に
こ
れ
を
知

り
、
叢
中
に
隠
居
せ
し
処
、
家
衡
、
火
を
放
ち
て
清
衡
が
宿
所
を
焼
き
払
い
、
忽
ち
に
清
衡
が
妻
子
眷
属
を
殺
害
し
了
ん
ぬ
。
清
衡
、
大
守
に
参
じ
、

此
の
歎
き
を
訴
へ
申
す
間
、
自
ら
数
千
騎
を
率
ゐ
て
、
家
衡
が
城
、
沼
柵
へ
発
向
す
。 

 

三
．
奪
わ
れ
る
女
・
失
わ
れ
る
女 

【
資
料
６
】『
将
門
記
』「
敗
残
の
将
門
」「
葦
津
江
の
遭
難
」 

登
時

タ
ウ
ジ

ヲ
以
テ
、
将
門
ハ
身
ノ
病
ヲ
労
ル
ガ
タ
メ
、
妻
子
ヲ
隠
シ
テ
共
ニ
幸
嶋
郡
葦
津
ノ
江
ノ
辺
ニ
宿
ル
。
非
常
ノ
疑
ヒ
ア
ル
ニ
依
リ
、
妻
子
ヲ
船
ニ

載
セ
テ
広
河
ノ
江
ニ
泛
ベ
タ
リ
。
将
門
ハ
山
ヲ
帯
ビ
テ
陸
閑
ノ
岸
ニ
居
リ
、
一
両
日
ヲ
経
ル
間
ニ
、
件
ノ
敵
十
八
日
ヲ
以
テ
各
分
散
シ
ヌ
。
十
九
日

ヲ
以
テ
、
敵
ノ
介
幸
嶋
ノ
道
ヲ
取
テ
上
総
国
ニ
渡
ル
。 

其
ノ
日
、
将
門
ガ
婦
ヲ
船
ニ
乗
セ
テ
彼
方
ノ
岸
ニ
寄
ス
、
時
ニ
彼
ノ
敵
等
、
媒
人
ノ
約
ヲ
得
テ
件
ノ
船
ヲ
尋
ネ
取
レ
リ
。
七
八
艘
ガ
内
ニ
、
虜
掠
セ

ラ
ル
ル
所
ノ
雑
物
資
具
三
千
余
端
ナ
リ
。
妻
子
同
ジ
ク
共
ニ
討
チ
取
ラ
レ
ヌ
。
即
チ
廿
日
ヲ
以
テ
、
上
総
国
ニ
渡
ル
。
爰
ニ
将
門
ガ
妻
ハ
去
リ
、
夫

ハ
留
マ
リ
テ
、
忩
リ
怨
ツ
コ
ト
少
ナ
カ
ラ
ズ
。
其
ノ
身
生
キ
ナ
ガ
ラ
、
其
ノ
魂
死
ス
ル
ガ
如
シ
。
旅
ノ
宿
ニ
習
ハ
ズ
ト
難
モ
、
慷
慨
シ
テ
仮
ニ
寝
ル
。

豈
ニ
何
ノ
益
ア
ラ
ン
ヤ
。
妾
ハ
恒
ニ
真
婦
ノ
心
ヲ
存
シ
テ
、
幹
朋
ニ
与
ヒ
テ
死
ナ
ム
ト
欲
フ
。
夫
ハ
則
チ
漢
王
ノ
励
ミ
ヲ
成
シ
テ
、
将
ニ
楊
家
ヲ
尋

ネ
ム
ト
欲
フ
。
謀
ヲ
廻
ス
ノ
間
ニ
、
数
旬
相
隔
タ
リ
ヌ
。
尚
シ
懐
恋
ノ
処
ニ
、
相
逢
フ
ノ
期
ナ
シ
。
然
ル
間
、
妾
ガ
舎
弟
等
謀
ヲ
成
シ
テ
、
九
月
十

日
ヲ
以
テ
竊
ニ
豊
田
郡
ニ
還
リ
向
ハ
シ
ム
。
既
ニ
同
気
ノ
中
ヲ
背
キ
テ
、
本
夫
ノ
家
ニ
属
ク
。
譬
ヘ
バ
遼
東
ノ
女
ノ
夫
ニ
随
ヒ
テ
父
ガ
国
ヲ
討
タ
シ

ム
ル
ガ
若
シ
。
件
ノ
妻
ハ
、
同
気
ノ
中
ヲ
背
キ
夫
ノ
家
ニ
逃
ゲ
帰
ル
。 

○
『
扶
桑
略
記
』
該
当
記
事
な
し
。『
今
昔
』
該
当
記
事
な
し
。 

【
資
料
７
】『
陸
奥
話
記
』「
厨
川
の
柵
を
攻
略
」 

同
じ
き
十
四
日
、
厨
川
の
柵
に
向
ふ
。
十
五
日
酉
の
尅
に
到
着
、
厨
川･

嫗
戸
の
二
柵
を
囲
む
。（
中
略
）
官
軍
到
着
の
時
、
樓
上
の
兵
官
軍
を
招
き

て
曰
く
「
戦
ひ
来
れ
」
と
。
雑
女
数
十
人
樓
に
登
り
て
歌
を
唱
ふ
。
将
軍
之
を
悪
む
。（
中
略
）
則
ち
自
ら
火
を
犯
し
、「
神
火
」
と
称
し
て
之
を
投

ぐ
。
是
の
時
鳩
あ
り
、
軍
陣
の
中
を
翔
る
。
将
軍
再
拝
す
。
暴
風
忽
ち
起
り
、
煙
焔
飛
ぶ
が
如
し
。
是
よ
り
先
に
官
軍
の
射
る
所
の
矢
、
柵
面
樓
頭

に
立
つ
こ
と
猶
ほ
蓑
毛
の
如
し
。
飛
焔
風
に
随
つ
て
矢
の
羽
に
着
く
。
樓
櫓･

屋
舎
一
時
に
火
起
る
。
城
中
の
男
女
数
千
人
、
同
音
に
悲
泣
す
。
賊
徒

潰
乱
、
或
は
碧
潭
に
投
じ
、
或
は
首
を
白
刃
に
刎
ぬ
。
官
軍
水
を
渡
つ
て
攻
め
戦
ふ
。 

○
『
扶
桑
略
記
』
康
平
五
年
九
月
「
十
七
日
。
将
軍
令
二

士
卒
一

曰
。（
中
略
）
則
自
把
レ

火
。
称
二

神
火
一

投
レ

之
。
是
時
有
レ

鳩
。
翔
二

軍
陣
上
一

。
将
軍

再
拝
。
暴
風
忽
起
。
煙
烟
如
レ

飛
。
楼
櫓
屋
舎
一
時
火
起
。
城
中
男
女
数
千
人
。
同
音
悲
泣
。
或
投
二

身
於
碧
潭
一

。
或
刎
二

首
於
白
刃
一

。」『
今
昔
』「
爰

ニ
守
、
馬
ヨ
リ
下
テ
、
遥
ニ
王
城
ヲ
礼
シ
テ
、
自
ラ
火
ヲ
取
テ
誓
テ
、「
此
レ
神
火
也
」
ト
云
テ
、
此
ヲ
投
グ
。
其
ノ
時
ニ
鳩
出
来
テ
、
陣
ノ
上
ニ
翔

ル
。
守
此
ヲ
見
テ
、
泣
々
此
レ
ヲ
礼
ス
。
其
ノ
時
ニ
、
忽
ニ
暴
キ
風
起
テ
、
城
ノ
内
ノ
屋
共
一
時
二
焼
ヌ
。
城
ノ
内
ノ
男
女
数
千
人
音
ヲ
同
ク
シ
テ
、

泣
キ
叫
ブ
。
敵
ノ
軍
、
或
ハ
身
ヲ
淵
ニ
投
ゲ
、
或
ハ
敵
ニ
向
テ
伏
ス
。
守
ノ
軍
水
ヲ
渡
テ
責
メ
囲
テ
戦
フ
。」 

【
資
料
８
】『
陸
奥
話
記
』「
安
倍
一
族
の
運
命
」 

城
中
の
美
女
数
十
人
、
皆
綾
羅
を
衣
、
悉
く
金
翠
を
粧
ふ
。
烟
に
交
つ
て
悲
泣
す
。
之
を
出
し
て
各
軍
士
に
賜
ふ
。 

○
『
扶
桑
略
記
』
前
出
「
城
中
男
女
数
千
人
。
同
音
悲
泣
」
が
該
当
。『
今
昔
』
同
。 

【
資
料
９
】『
朝
野
群
載
』
巻
十
一
「
廷
尉
」「
俘
囚
安
置
官
符
」 

太
政
官
符 

伊
予
国
司 

応
レ

安
二

置
便
所
一

。
帰
降
俘
囚
安
倍
宗
任
。
同
正
任
。
同
貞
任
。
同
家
任
。
沙
弥
良
増
等
五
人
。
従
類
三
十
二
人
事
。 

宗
任
従
類
大
男
七
人
／
正
任
従
類
廿
人
〈
大
男
八
人 

小
男
六
人 

女
六
人
〉
／
貞
任
従
類
大
男
一
人
／
家
任
従
類
三
人
〈
大
男
一
人
小
男
一
人
〉
／

沙
弥
良
増
従
類
一
人
／
部
領
使
六
位
上
行
鎮
守
府
将
軍
監
藤
原
朝
臣
則
経
従
類
三
人 

【
資
料
10
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
兵
粮
攻
め
」 

城
中
飢
に
の
ぞ
み
て
、
ま
づ
、
げ
す
女･

小
童
な
ど
、
城
戸
を
開
て
い
で
く
る
。
軍
と
も
、
み
ち
を
あ
け
て
、
こ
れ
を
と
ほ
し
や
る
。 
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こ
れ
を
見
て
、
よ
ろ
こ
び
て
、
又
お
ほ
く
む
ら
が
り
く
だ
る
。
秀
武
、
将
軍
に
申
や
う
、「
こ
の
下
と
こ
ろ
の
げ
す
女･

童
部
、
み
な
頸
を
き
ら
む
」

と
い
ふ
。
将
軍
、
そ
の
ゆ
へ
を
と
ふ
。
秀
武
が
い
ふ
様
、「
目
の
ま
へ
に
こ
ろ
さ
る
ゝ
を
見
ば
、
の
こ
る
と
こ
ろ
の
雑
人
、
さ
だ
め
て
く
だ
ら
じ
。
し

か
ら
ば
、
城
中
の
か
て
、
と
く
尽
べ
き
な
り
。
す
で
に
雪
の
期
に
な
り
た
る
こ
と
を
、
よ
る
ひ
る
お
そ
れ
と
す
。
か
た
時
な
り
と
も
、
と
く
お
ち
ん

事
を
ね
が
ふ
。
こ
の
く
だ
る
所
の
雑
女･

童
部
は
、
城
中
の
兵
ど
も
の
愛
妻･

愛
子
ど
も
な
り
。
城
中
に
を
ら
ば
、
夫
ひ
と
り
く
ひ
て
、
妻
子
に
物
く

わ
せ
ぬ
事
あ
る
ま
じ
。
お
な
じ
く
一
時
に
こ
そ
、
う
え
し
な
む
ず
れ
。
し
か
ら
ば
、
城
中
の
か
て
、
い
ま
す
こ
し
と
く
つ
く
べ
き
な
り
」
と
い
ふ
。

将
軍
、
こ
れ
を
き
ゝ
て
、「
尤
し
か
る
べ
し
」
と
い
ひ
て
、
く
だ
る
と
こ
ろ
の
や
つ
ど
も
、
み
な
、
め
の
ま
へ
に
こ
ろ
す
。
こ
れ
を
み
て
、
な
が
く
城

の
戸
を
と
ぢ
て
、
か
さ
ね
て
く
だ
る
も
の
な
し
。 

【
資
料
11
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
金
沢
柵
陥
落
」 

武
衡･

家
衡
、
食
物
こ
と

ぐ
尽
て
、
寛
治
五
年
十
一
月
十
四
日
夜
、
つ
ゐ
に
落
お
は
り
ぬ
。
城
中
の
家
ど
も
み
な
、
火
を
つ
け
つ
。
煙
の
中
に
を
め

き
の
ゝ
し
る
事
、
地
獄
の
ご
と
し
。
よ
も
に
み
だ
れ
て
、
蜘
蛛
の
子
を
ち
ら
す
が
ご
と
し
。
将
軍
の
兵
、
こ
れ
を
あ
ら
そ
ひ
か
け
て
、
城
の
し
も
に

て
悉
こ
ろ
す
。
又
、
城
中
へ
み
だ
れ
入
て
殺
す
。
に
ぐ
る
者
は
、
千
萬
が
一
人
な
り
。 

【
資
料
12
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
武
衛･

千
任･

家
衡
の
探
索
」 

城
中
美
女
ど
も
、
兵
あ
ら
そ
ひ
と
り
て
、
陣
の
う
ち
へ
ゐ
て
き
た
る
。
男
の
か
う
べ
は
桙
に
さ
ゝ
れ
て
さ
き
に
ゆ
く
。
め
は
涙
を
な
が
し
て
し
り
に

ゆ
く
。 

 

三
．
合
戦
に
直
接
関
わ
る
女 

再
参
照
【
資
料
７
】『
陸
奥
話
記
』「
厨
川
の
柵
を
攻
略
」
点
線
部 

【
資
料
13
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
正
経･

助
兼
の
援
護
」 

其
時
、
國
司
の
郎
等
に
、
参
河
國
の
住
人
、
兵
藤
大
夫
正
経･

伴
次
郎
傔
仗
助
兼
と
い
ふ
者
あ
り
。
む
こ･
し
う
と
に
て
、
あ
ひ
ぐ
し
て
、
こ
の
郡
の

検
問
を
し
て
、
真
衡
が
た
て
ち
か
く
あ
り
け
る
を
、
真
衡
が
妻
、
使
を
や
り
て
い
ふ
や
う
、「
眞
衡
、
秀
武
が
も
と
へ
ゆ
き
む
か
へ
る
あ
ひ
だ
に
、
清

衡･

家
衡
、
を
そ
ひ
き
た
り
て
た
ゝ
か
ふ
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
兵
多
く
あ
り
て
、
ふ
せ
ぎ
た
ゝ
か
ふ
に
を
そ
れ
な
し
。
た
ゞ
し
、
女
人
の
身
、
大
将
軍

の
う
つ
は
も
の
に
あ
ら
ず
。
き
た
り
給
ひ
て
、
大
将
軍
と
し
て
、
か
つ
は
た
ゝ
か
ひ
の
あ
り
さ
ま
を
も
國
司
に
申
さ
る
べ
き
」
よ
し
を
い
ひ
や
れ
り
。

正
経･

助
兼
等
、
こ
れ
を
聞
て
、
事
と
は
ず
、
真
衡
が
た
て
へ
き
た
り
ぬ
。
清
衡･

家
衡
よ
せ
き
た
り
、
す
で
に
た
ゝ
か
ふ
。 

【
資
料
14
】『
日
本
書
紀
』
舒
明
天
皇
九
年 

是
の
歳
に
、
蝦
夷
叛
き
て
朝

ま
ゐ
こ

ず
。
即
ち
大
仁
上
毛
野
君
形
名

だ
い
に
ん
か
み
つ
け
の
き
み
か
た
な

を
拝
し
て
、
将
軍
と
し
て
討
た
し
む
。
還
り
て
蝦
夷
の
為
に
敗
た
れ
て
、
走に

げ
て
塁そ

こ

に

入
り
、
遂
に
賊あ

た

の
為
に
囲
ま
る
。
軍
衆
、
悉
に
漏う

せ
て
城き

空
し
く
、
将
軍
迷
ひ
て
如ゆ

く
所
を
知
ら
ず
。
時
に
日
暮
れ
、
垣
を
踰こ

え
て
逃
げ
む
と
す
。

爰
に
方
名
君
が
妻め

、
歎
き
て
曰
く
、「
慷

う
れ
た

き
か
も
、
蝦
夷
の
為
に
殺
さ
れ
む
と
す
る
こ
と
」
と
い
ふ
。
則
ち
夫を

に
謂か

た

り
て
曰
く
、「
汝

い
ま
し

が
祖
等
、
蒼

海

あ
を
う
な
ば
ら

を
渡
り
、
万

里

と
ほ
き
み
ち

を
跨こ

え
、
水
表

を
ち
か
た

の
政
を
平

こ
と
む

け
て
、

威

武

か
し
こ
く
た
け
き

を
以
ち
て
後
葉

の
ち
の
よ

に
伝
へ
た
り
。
今
し
汝

頓
ひ
た
ぶ
る

に
先
祖
の
名
を
屈く

じ

か
ば
、
必
ず
後
世

の
為
に
嗤
は
れ
な
む
」
と
い
ふ
。
乃
ち
酒
を
酌
み
、
強
ひ
て
夫
に
飲
ま
し
め
て
、
親

み
づ
か

ら
夫
の
剣
を
佩
き
、
十
の
弓
を
張
り
、
女
人

め
の
こ

数

十

と
を
あ
ま
り

に

令
の
り
ご
と

し

て
弦
を
鳴
さ
し
む
。
既
に
し
て
夫
更
に
起
ち
て
、

仗
つ
は
も
の

を
取
り
て
進
む
。
蝦
夷
の
以
為

お

も

へ
ら
く
、
軍

衆

い
く
さ
び
と

猶
し
多さ

は

な
り
と
お
も
ひ
て
、

梢
や
く
や
く

に
引
き

退
く
。
是
に
散あ

ら

け
た
る

卒
い
く
さ
ど
も

更
に
聚つ

ど

ひ
て
、
亦
振

旅

い
く
さ
と
と
の

ふ
。
蝦
夷
を
撃
ち
て
大
き
に
敗
り
て
、
悉
に
虜

と
り
こ

に
す
。 

 

四
．
襲
わ
れ
た
女 

【
資
料
15
】『
将
門
記
』「
貞
盛
ノ
妻
ヘ
ノ
恩
情
」 

爰
ニ
猶
シ
相
ヒ
尋
ヌ
ル
ノ
間
ニ
、
漸
ク
一
旬
ヲ
隔
ツ
。
僅
カ
ニ
吉
田
ノ
郡
蒜
間
ノ
江
ノ
辺
ニ
、
掾
貞
盛･

源
扶
ノ
妻
ヲ
拘
ヘ
得
タ
リ
。
陣
頭
多
治
経
明･

坂
上
遂
高
等
ガ
中
ニ
、
彼
ノ
女
ヲ
追
ヒ
領
シ
タ
リ
。
新
皇
ハ
此
ノ
事
ヲ
聴
キ
テ
、
女
人
ノ
媿
ヲ
匿
サ
ン
ガ
為
ニ
勅
命
ヲ
下
ス
ト
雖
モ
、
勅
命
以
前
ニ

夫
兵
等
ガ
為
ニ
悉
ク
虜
領
セ
ラ
レ
タ
リ
。
就
中
、
貞
盛
ガ
妾
ハ
剥
ギ
取
ラ
レ
テ
形
ヲ
露
ニ
シ
テ
、
更
ニ
為
方
ナ
シ
。
眉
ノ
下
ノ
涙
ハ
面
ノ
上
ノ
粉
ヲ

洗
ヒ
、
胸
ノ
上
ノ
炎
ハ
心
ノ
中
ノ
肝
ヲ
焦
ル
。
内
外
ノ
媿
ハ
身
ノ
内
ノ
媿
ト
成
ル
。
会
稽
ノ
報
ニ
会
稽
ノ
敵
ニ
遭
ヒ
タ
リ
。
何
ゾ
人
ヲ
謂
ハ
ム
ヤ
、
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何
ゾ
天
ヲ
恨
ミ
ム
ヤ
。
生
前
ノ
慙
ハ
稠
人
ニ
ア
ル
而
已
。
爰
ニ
傍
ノ
陣
頭
等
、
新
皇
ニ
奏
シ
テ
曰
ク
、「
件
ノ
貞
盛
ガ
妾
ハ
容
顔
卑
カ
ラ
ズ
。
犯
過
ハ

妾
ニ
非
ズ
。
願
ハ
ク
バ
恩
詔
ヲ
垂
レ
テ
、
早
ク
本
貫
ニ
遣
サ
ム
」
者
バ
、
新
皇
勅
シ
テ
曰
ク
、「
女
人
ノ
流
浪
ハ
本
属
ニ
返
ス
者
。
法
式
ノ
例
ナ
リ
。

又
鰥
寡
ノ
ヤ
モ
メ
孤
独
ノ
ヒ
ト
リ
ヒ
ト
ニ
優
恤
ヲ
加
フ
ル
ハ
古
帝
ノ
恒
範
ナ
リ
」
ト
。
便
チ
一
襲
ヲ
賜
ヒ
テ
、
彼
ノ
女
ノ
本
心
ヲ
試
ミ
ム
ガ
為
ニ
、

忽
チ
ニ
勅
歌
ア
リ
テ
曰
ク
、「
ヨ
ソ
ニ
テ
モ
風
ノ
便
ニ
吾
ゾ
問
フ
、
枝
離
タ
ル
花
ノ
宿
ヲ
」
ト
。
妾
ハ
幸
ヒ
ニ
恩
余
ノ
頼
ニ
遇
ヒ
テ
、
之
ニ
和
シ
テ
曰

ク
、「
ヨ
ソ
ニ
テ
モ
花
ノ
匂
ヒ
ノ
散
リ
来
レ
バ
、
我
身
ワ
ビ
シ
ト
オ
モ
ホ
エ
ヌ
カ
ナ
」
ト
。
其
ノ
次
ニ
、
源
扶
ガ
妾
モ
一
身
ノ
不
幸
ヲ
恥
ヂ
、
人
ニ
寄

セ
テ
詠
ジ
テ
曰
ク
、「
花
散
リ
シ
我
身
モ
ナ
ラ
ズ
吹
ク
風
ハ
、
心
モ
ア
ハ
キ
モ
ノ
ニ
ザ
リ
ケ
ル
」
ト
。
此
ノ
言
ヲ
翫
ブ
間
ニ
、
人
々
和
恰
シ
テ
逆
心
ヤ

ス
ミ
ヌ
。
員
銓
ニ
曰
ク
、
御
止
ハ
暫
ク
息
ム
ナ
リ
。 

○
『
扶
桑
略
記
』『
今
昔
』「
而
ル
間
、
貞
盛
・
護
・
扶
等
ガ
妻
ヲ
拘
得
ツ
。
新
皇
此
ヲ
聞
テ
、
女
ノ
恥
ヲ
可
隠
由
ヲ
云
ド
モ
、
此
由
ヲ
不
聞
ル
前
ニ
、

兵
等
ノ
為
ニ
被
犯
タ
リ
。
然
ド
モ
新
皇
此
ノ
女
等
ヲ
免
シ
テ
、
皆
返
シ
遣
シ
ツ
。」 

【
資
料
16
】『
将
門
記
』「
常
陸
国
庁
襲
撃
」 

将
門
ガ
随
兵
僅
カ
千
余
人
、
府
下
ヲ
押
シ
塘
ム
デ
、
便
チ
東
西
セ
シ
メ
ズ
。
長
官
既
ニ
過
契
ニ
伏
シ
、
詔
使
復
タ
伏
弁
敬
屈
シ
ヌ
。
世
間
ノ
綾
羅
ハ

雲
ノ
如
ク
下
シ
施
シ
、
微
妙
ノ
珍
財
ハ
算
ノ
如
ク
ニ
分
散
シ
ヌ
。
万
五
千
ノ
絹
布
ハ
、
五
主
ノ
客
ニ
奪
ハ
レ
ヌ
。
三
百
余
ノ
宅
ノ
烟
ハ
、
滅
ビ
テ
一

旦
ノ
煙
ト
作
ル
。
屏
風
ノ
西
施
ハ
、
急
ニ
形
ヲ
裸
ニ
ス
ル
ノ
媿
ヲ
取
ル
。
府
中
ノ
道
俗
モ
、
酷
ク
害
セ
ラ
ル
ル
ノ
危
ミ
ニ
当
ル
。
金
銀
ヲ
彫
レ
ル
鞍
、

瑠
璃
ヲ
塵
バ
メ
タ
ル
匣
、
幾
千
幾
万
ゾ
。
若
干
ノ
珍
財
、
誰
カ
採
リ
誰
カ
領
セ
ム
。
定
額
ノ
僧
尼
ハ
、
頓
命
ヲ
夫
兵
ニ
請
ヒ
、
僅
カ
ニ
遺
レ
ル
子
女

ハ
、
酷
キ
媿
ヲ
生
前
ニ
見
ル
。
憐
ム
ベ
シ
、
別
駕
ハ
紅
ノ
緋
ノ
襟
ニ
捫
フ
。
悲
シ
ム
ベ
シ
、
国
吏
ハ
二
ノ
膝
ヲ
泥
ノ
上
ニ
跪
ク
。
当
ニ
今
濫
悪
ノ
日
、

烏
景
西
ニ
傾
キ
、
放
逸
ノ
朝
、
印
鎰
ヲ
領
掌
セ
ラ
ル
。 

【
資
料
17
】『
将
門
記
』「
東
国
制
覇
の
野
望
」 

簾
ノ
内
ノ
児
女
ハ
車
ノ
轄
ヲ
棄
テ
、
而
モ
霜
ノ
旅
ヲ
歩
ミ
、
門
ノ
外
ノ
従
類
ハ
馬
ノ
鞍
ヲ
離
レ
テ
、
而
モ
雪
ノ
坂
ニ
向
フ
。
治
政
ノ
初
ニ
ハ
金
蘭
ノ

靨
ヲ
開
キ
、
任
中
ノ
盛
リ
ニ
ハ
歎
息
ノ
爪
ヲ
弾
ク
。
四
度
ノ
公
文
ヲ
取
ラ
レ
テ
、
空
シ
ク
公
家
ニ
帰
ル
。
一
任
ノ
公
廨
ヲ
奪
ハ
レ
テ
、
徒
ニ
旅
ノ
暗

二
疲
ル
。
国
内
ノ
吏
民
ハ
、
眉
ヲ
嚬
メ
テ
涕
泣
ス
。
堺
ノ
外
ノ
士
女
ハ
、
声
ヲ
挙
ゲ
テ
哀
憐
ス
。
昨
日
ハ
他
ノ
上
ノ
愁
ト
聞
キ
、
今
日
ハ
自
ガ
下
ノ

媿
ヲ
取
ル
。
略
気
色
ヲ
見
ル
ニ
、
天
下
ノ
騒
動･

世
上
ノ
彫
弊
斯
レ
ヨ
リ
過
ギ
タ
ル
ハ
ナ
シ
。
吟
々
ノ
間
、
終
ニ
山
道
ヨ
リ
追
ヒ
上
ル
コ
ト
已
ニ
了
ン

ヌ
。 

【
参
考
８
】
栃
木
孝
惟
氏
「
軍
兵
の
凌
辱
行
為

―
『
将
門
記
』」（『
国
文
学
』） 

「
多
く
の
因
由
の
も
と
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
不
和
、
対
立
の
頂
点
と
し
て
の
合
戦
と
い
う
人
間
の
一
つ
の
狂
気
は
古
代
戦
記
『
将
門
記
』
の
一
隅
に
お
い
て
も
、
つ
い
に

こ
う
し
た
文
字
の
記
述
を
遺
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。」 

再
参
照
【
参
考
３
】
義
江
明
子
氏
「
古
代
社
会
の
戦
争
と
女
性
」（
西
村
汎
子
氏
編
『
戦
の
中
の
女
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
） 

【
資
料
18
】『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
二
十
三
年
七
月 

是
に
河
辺
臣

か
わ
へ
の
お
み

、遂
に
兵
を
引
き
て
退
き
、
急

た
ち
ま
ち

に
野
に
営

い
ほ
り

す
。是
に
士

卒

い
く
さ
び
と

、尽
に
相
欺
蔑

な
き
が
し
ろ

に
し
て
、
遵

し
た
が

ひ
承
く
る
こ
と
有
る
こ
と
莫
し
。
闘

将

い
く
さ
の
き
み

自
ら
営

中

い
ほ
り
の
う
ち

に
就ゆ

き
て
、
悉
に
河
辺
臣
瓊
缶

に

へ

等ら

と
其
の
随
へ
る

婦
た
を
や
め

と
を
生
虜

と
り
こ

に
す
。
時
に
父
子

お
や
こ

夫
婦

い
も
せ

、
相あ

ひ

恤
あ
は
れ

ぶ
こ
と
能
は
ず
。
闘
将
、
河
辺
臣

に
問
ひ
て
曰
く
、「
汝
、
命

い
の
ち

と
婦
と
、
敦

い
づ
れ

か
尤も

と

も
愛を

し
き
」
と
い
ふ
。
答
へ
て
曰
く
、「
何な

に

ぞ
一

女

ひ
と
り
の
め

を
愛を

し

み
て
、
禍
を
取
ら
む
や
。
如
何
に
と
い

へ
ど
も
命
に
過
ぎ
ざ
ら
む
」
と
い
ふ
。
遂
に
許
し
て
妾め

と
す
。
闘
将
、
遂
に

露

地

あ
ら
は
な
る
と
こ
ろ

に
し
て
、
其
の
婦
女

た
を
や
め

を
姧を

か

す
。
婦
女
後
に
還
る
。
河
辺
臣
、

就ゆ

き
て
談か

た

ら
は
む
と
す
。
婦
人
、
甚
だ
以
ち
て
慚は

ぢ
恨
み
て
、
随
は
ず
し
て
曰
く
、「
昔さ

き

に
君
、

軽
か
ろ
が
ろ

し
く
妾わ

が
身
を
売
り
き
。
今
し
何
の
面
目

お
も
て

あ

り
て
か
相
遇
は
む
」
と
い
ふ
。
遂
に
肯あ

へ
て
言

も
の
い

は
ず
。
是
の
婦
人
は
、
坂
本
臣

さ
か
も
と
の
お
み

が
女
、
甘
美
媛

う
ま
し
ひ
め

と
曰
ふ
。 

同

時

お
な
じ
き
と
き

に
虜
に
せ
ら
れ
た
る
調
吉
士
伊
企
灘

つ

き

の

き

し

い

き

な

、
為

人

ひ
と
と
な
り

勇
烈

た

け

く
し
て
、
終
に
降
伏

し
た
が

は
ず
。
新
羅

し
ら
き

の
闘

将

い
く
さ
の
き
み

、
刀た

ち

を
抜
き
て
斬
ら
む
と
す
。
逼
め
て

褌
は
か
ま

を
脱ぬ

か
し
め
て
、
追
ひ
て
尻
臀

し

り

を
以
ち
て
日
本

や
ま
と

に
向
け
て
、
大
き
に
号
叫

お

ら

び
て 

叫
は
咷
ぶ
な
り
。
曰
は
し
む
ら
く
、「
日
本
の

将

い
く
さ
の
き
み

、
我
が
臗脽

し

り

を
噛く

ら

へ
」
と
い
は
し
む
。
即
ち
号
叫

お

ら

び
て
曰
く
、「
新
羅
王
、
我
が
臗脽
を
啗く

ら

へ
」
と
い
ふ
。
苦せ

め
逼

た
し
な

ま
る
と
雖
も
、
尚
し
前
の
如
く
叫お

ら

ぶ
。
是
に

由
り
て
殺
さ
れ
ぬ
。其
の
子
舅
子

を
ぢ
こ

も
其
の
父
を
抱う

だ

き
て
死
ぬ
。伊
企
儺
の
辞
旨

こ
と
ば

の
奪
ひ
難
き
こ
と
、皆
此か

く

の
如
し
。此
に
由
り
て
、
特ひ

と

り

諸
も
ろ
も
ろ
の

将

帥

い
く
さ
の
き
み

の
為
に
痛
み
惜
ま
る
。 
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其
の
妻
大
葉
子

お

ほ

ば

こ

も
並

な
ら
び

に
禽

と
り
こ

に
せ
ら
る
。
愴
然

い

た

み
て

歌
う
た
よ
み

し
て
曰
く
、 

韓
国

か
ら
く
に

の 

城き

の
上へ

に
立
ち
て 

大
葉
子
は 

領
巾

ひ

れ

振
ら
す
も
日
本

や
ま
と

へ
向
き
て 

と
い
ふ
。

或
あ
る
ひ
と

和こ
た

へ
て
曰
く
、 

韓
国
の 

城
の
上
に
立
た
し 

大
葉
子
は 

領
巾
振
ら
す
見
ゆ 

難
波

な
に
は

へ
向
き
て 

と
い
ふ
。 

【
参
考
９
】
田
端
泰
子
氏
「
中
世
女
性
と
近
代
女
性
の
差
」（『
日
本
の
中
世
４
女
人
、
老
人
、
子
ど
も
』
９
章
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
） 

編
者
は
二
人
の
男
だ
け
を
問
題
に
し
て
、
女
に
つ
い
て
は
批
評
し
て
い
な
い
。
ま
た
二
人
の
男
の
行
為
の
う
ち
、
盗
賊
側
の
行
為
を
高
く
評
価
し
た
の
は
、
心
根
を
行
為

よ
り
も
重
視
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
編
者
の
な
か
に
も
、
女
が
大
事
件
の
後
、
も
と
の
状
態
に
も
ど
っ
た
と
い
う
、
い
ま
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
事

態
を
も
、
平
気
で
受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
婚
姻
観
、
平
安
末
期
の
庶
民
の
常
識
が
存
在
し
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

【
参
考
10
】『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
九 

具
妻
行
丹
波
国
男

め
を
ぐ
し
て
た
ん
ば
の
く
に
に
ゆ
く
を
と
こ

、
於
大
江
山
被
縛
語

お
ほ
え
や
ま
に
し
て
し
ば
ら
る
る
こ
と

第
二
十
三 

 

今
昔
、
京
ニ
有
ケ
ル
男
ノ
、
妻
ハ
丹
波
ノ
国
ノ
者
ニ
テ
有
ケ
レ
バ
、
男
、
其
ノ
妻
ヲ
具
シ
テ
、
丹
波
ノ
国
ヘ
行
ケ
ル
ニ
、
妻
ヲ
バ
馬
ニ
乗
テ
、
夫

を
う
と

ハ
、
竹
替
虫

簿
ノ
箭
十

許
差
タ
ル
ヲ
掻
負
テ
、
弓
打
持
テ
後し

り

ニ
立
テ
行
ケ
ル
程
ニ
、
大
江
山
ノ

辺
ほ
と
り

ニ
、
若
キ
男
ノ
大
刀
許
ヲ
帯
タ
ル
ガ
糸
強
気
ナ
ル
、
行
烈

ゆ
き
つ
れ

ヌ
。 

（
中
略･

太
刀
を
持
つ
男
が
ま
ん
ま
と
「
夫
」
か
ら
弓
も
奪
う
）
其
ノ
時
ニ
「
山
ノ
奥
ヘ
罷
入
レ
、
入
レ
」
ト
恐

お
ど

セ
バ
、
命
ノ
惜
キ
マ
ヽ
ニ
、
妻
ヲ
モ
具
シ
テ
、
七
八
町

許
山
ノ
奥
ヘ
入
ヌ
。
然
テ
「
大
刀･

刀
投
ヨ
」
ト
制

命

せ
い
し
め
い

ズ
レ
バ
、
皆
投
テ
居
ル
ヲ
、
寄
テ
取
テ
打
伏
セ
テ
、
馬
ノ
指
縄

さ
し
な
は

ヲ
以
テ
木
ニ
強
ク
縛
リ
付
ケ
テ
ツ
。 

 

然
テ
、
女
ノ
許
ニ
寄
来
テ
見
ル
ニ
、
年
二

十

余

許

は
た
ち
あ
ま
り
ば
か
り

ノ
女
ノ
、
下
衆
ナ
レ
ド
モ
愛

敬

あ
い
ぎ
や
う

付
テ
糸
清
気
也
。
男
、
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
心
移
ニ
ケ
レ
バ
、
更
ニ
他
ノ
事
不
思

エ
デ
、
女
ノ
衣き

ぬ

ヲ
解
ケ
バ
、
女
、
可
辞
得

い
な
び
う
べ

キ
様
無
ケ
レ
バ
、
云
フ
ニ
随
テ
衣
ヲ
解
ツ
。
然
レ
バ
男
モ
着
物
ヲ
脱
テ
、
女
ヲ
掻
臥
セ
テ
二
人
臥
ヌ
。
女
、
云
フ
甲
斐
無
ク
、

男
ノ
云
フ
ニ
随
テ
、
本
ノ
男
被

縛

付

し
ば
り
つ
け
ら
れ

テ
見
ケ
ム
ニ
、
何

許

い
か
ば
か
り

思
ケ
ム
。 

 

其
ノ
後
、
男
起
上
テ
、
本
ノ
如
ク
物
打
着

う
ち
き

テ
、
竹
替
虫

簿
掻
負
テ
、
大
刀
ヲ
取
テ
引
帯
テ
、
弓
打
持
テ
、
其
ノ
馬
ニ
這
乗

は
ひ
の

テ
、
女
ニ
云
ク
、「
糸
惜
ト
ハ
思
ヘ
ド
モ
、
可
為

す

べ

キ
様や

う

無
キ
事
ナ
レ
バ
、
去
ヌ
ル
也
。
亦
、
其
ニ
男
ヲ
バ
免
シ
テ
、
不
殺

こ
ろ
さ
ず

ナ
リ
ヌ
ル
ゾ
。
馬
ヲ
バ
、
疾
ク
逃
ナ
ム
ガ
為
ニ
乗
テ
行ゆ

き

ヌ
ル
ゾ
」
ト
云
テ
、
馳
散

は
せ
ち
ら

シ
テ
行
ニ
ケ

レ
バ
、
行
ニ
ケ
ム
方
ヲ
不
知

し

ら

ザ
リ
ケ
リ
。 

 

其
ノ
後
、
女
寄
テ
男
ヲ
バ
解
免

と
き
ゆ
る

シ
テ
ケ
レ
バ
、
男
、
我
レ
ニ
モ
非あ

ら

ヌ
顔
ツ
キ
シ
テ
有
ケ
レ
バ
、
女
、「
汝
ガ
心
云
フ
甲
斐
無
シ
。
今
日
ヨ
リ
後
モ
、
此
ノ
心
ニ
テ
ハ
、

更
ニ
墓
々

は
か
ば
か

シ
キ
事
不
有

あ

ら

ジ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
夫
、
更
ニ
云
フ
事
無
ク
シ
テ
、
其そ

こ

ヨ
リ
ナ
ム
具
シ
テ
丹
波
ニ
行
ニ
ケ
ル
。 

 

今
ノ
男
ノ
心
、
糸
恥
カ
シ
、
男
、
女
ノ
着
物
ヲ
不
奪
取

う
ば
ひ
と
ら

ザ
リ
ケ
ル
。
本
ノ
男
ノ
心
、
糸
墓
無
シ
、
山
中
ニ
テ
、
一
目
モ
不
知
ヌ
男
ニ
弓
箭
ヲ
取
セ
ケ
ム
事
、

実
ま
こ
と

ニ
愚

也
。
其
ノ
男
、
遂
ニ
不
聞

き

こ

エ
デ
止
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 

五
．
死
を
選
ぶ
女 

再
参
照
【
資
料
７
】『
陸
奥
話
記
』「
厨
川
の
柵
を
攻
略
」 

【
資
料
19
】『
陸
奥
話
記
』「
安
倍
一
族
の
運
命
」 

但
し
柵
破
る
ゝ
の
時
、
則
任
が
妻
独
り
三
歳
の
男
を
抱
き
、
夫
に
語
つ
て
言
ふ
、「
君
将
に
歿
せ
ん
と
す
、
妾
独
り
生
く
る
こ
と
を
得
ず
。
請
ふ
、
君

の
前
に
先
づ
死
な
ん
」
と
。
則
ち
乍
に
兒
を
抱
き
て
自
ら
深
淵
に
投
じ
て
死
す
。
烈
女
と
謂
ひ
つ
べ
し
。
其
の
後
幾
も
あ
ら
ず
、
貞
任
が
伯
父
安
倍

為
元
字
は
赤
村
介
。･

貞
任
が
弟
家
任
帰
降
す
。
又
数
日
を
経
て
、
宗
任
等
九
人
帰
降
す
。 

○
『
扶
桑
略
記
』
該
当
記
事
な
し
。『
今
昔
』「
楯
ノ
破
ル
時
、
貞
任
ガ
妻
、
三
歳
ノ
子
ヲ
抱
テ
、
夫
ニ
語
テ
云
ク
、「
君
既
ニ
被
殺
ナ
ム
ト
ス
。
我
レ

独
リ
不
可
生
。
君
ガ
見
ル
時
ニ
死
ナ
ム
」
ト
云
テ
、
子
ヲ
乍
抱
ラ
深
キ
淵
ニ
身
ヲ
投
テ
死
ヌ
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
十
訓
抄
』
中
・
六
ノ
十
七
「
こ
の

中
に
、
こ
と
に
哀
れ
な
る
こ
と
は
、
則
任
が
妻
女
、
館
の
や
ぶ
る
る
時
、
男
に
語
り
て
い
は
く
「
君
、
す
で
に
死
な
む
と
す
。
わ
れ
一
人
、
生
き
て

な
に
か
は
せ
む
」
と
て
、
三
つ
に
な
る
子
を
抱
き
て
、
高
き
岸
よ
り
身
を
投
げ
て
死
す
。
見
る
者
、
涙
を
流
し
け
り
」
と
あ
る
が
、「
烈
女
」
の
評
は

な
い
。
た
だ
し
『
陸
奥
話
記
』
諸
本
に
、
異
同
は
な
い
（
参
考
・
笠
栄
治
氏
『
陸
奥
話
記
校
本
と
そ
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
六
六
）。 

【
参
考
11
】『
保
元
物
語
』（
金
刀
比
羅
本
）
下
「
為
義
北
の
方
身
を
投
げ
給
ふ
事
」 

め
の
と
の
女
房
を
初
て
、
口
々
に
申
け
る
は
、「
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
歎
、
さ
こ
そ
は
思
召
ら
め
ど
も
、
古
よ
り
今
に
い
た
る
ま
で
、
男
に
を
く
れ
、
子
に
別
る
ゝ
習
、
誠
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多
し
と
い
へ
ど
も
、
忽
に
命
を
捨
る
事
、
惣
じ
て
例
な
き
事
に
こ
そ
。（
中
略
）
其
よ
り
も
只
疾
々
御
宿
所
へ
帰
ら
せ
給
て
、
面
々
の
御
孝
養
を
も
営
せ
給
べ
し
。
水
の
底

へ
と
思
召
入
な
ば
、
御
身
の
罪
障
の
深
く
お
は
し
ま
さ
む
の
み
に
あ
ら
ず
、
入
道
殿･

少
き
人
々
の
御
菩
提
を
ば
誰
か
は
訪
奉
べ
き
。」
な
ど
様
々
に
慰
め
申
て
、
各
河
の

端
に
打
双
て
め
を
も
放
ち
奉
ず
。
女
房
う
ち
う
な
づ
き
て
、「
我
身
を
捨
た
り
共
、
後
の
世
迄
行
逢
事
の
な
か
ら
ん
に
は
何
か
は
せ
む
。
さ
ら
ば
京
へ
帰
る
に
て
こ
そ
あ
ら

め
。」
と
て
、
輿
に
の
ら
ん
と
立
よ
ら
せ
給
へ
ば
、
心
安
て
立
の
き
、
河
を
渡
ら
ん
と
す
る
紛
に
、
走
違
て
、
岸
よ
り
河
へ
飛
入
給
。
め
の
と
の
女
房
、
あ
な
心
う
や
と
て
、

つ
ゝ
き
て
河
へ
ぞ
入
に
け
る
。（
中
略
）
賢
臣
二
君
に
仕
ず
、
貞
女
両
夫
に
ま
み
え
ず
と
云
文
有
。
哀
に
優
し
か
り
け
り
と
、
上
一
人
よ
り
下
萬
人
に
至
ま
で
、
袖
を
し
ほ

ら
ぬ
は
な
か
り
け
り
。 

○
傍
線
部
、
半
井
本
・
鎌
倉
本
・
京
図
本
・
古
活
字
本
な
し
。（
参
考
・
武
久
堅
氏
監
修
『
保
元
物
語
六
本
対
観
表
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
） 

【
参
考
12
】『
平
家
物
語
』（
覚
一
本
）
巻
九
「
小
宰
相
身
投
」 

し
の
び
ご
ゑ
に
念
仏
百
返
ば
か
り
と
な
へ
給
ひ
て
、「
な
む
西
方
極
楽
世
界
教
主
、
弥
陀
如
來
、
本
願
あ
や
ま
た
ず
浄
土
へ
み
ち
び
き
給
ひ
つ
ゝ
、
あ
か
で
別
し
い
も
せ
の

な
か
ら
へ
、
必
ひ
と
つ
は
ち
す
に
む
か
へ
た
ま
へ
」
と
、
な
く

く
は
る
か
に
か
き
く
ど
き
、
な
む
と
と
な
ふ
る
こ
ゑ
共
に
、
海
に
ぞ
し
づ
み
た
ま
ひ
け
る
。（
中
略
）
さ

る
程
に
、
春
の
夜
の
月
も
雲
井
に
か
た
ぶ
き
、
か
す
め
る
空
も
明
ゆ
け
ば
、
名
残
は
つ
き
せ
ず
お
も
へ
ど
も
、
さ
て
し
も
あ
る
べ
き
事
な
ら
ね
ば
、
う
き
も
や
あ
が
り
た

ま
ふ
と
故
三
位
殿
の
き
せ
な
が
の
一
両
の
こ
り
た
り
け
る
に
ひ
き
ま
と
ひ
奉
り
、
つ
い
に
海
に
ぞ
し
づ
め
け
る
。（
中
略
）
昔
よ
り
男
に
を
く
る
ゝ
た
ぐ
ひ
お
ほ
し
と
い
へ

ど
も
、
さ
ま
を
か
ふ
る
は
つ
ね
の
な
ら
ひ
、
身
を
な
ぐ
る
ま
で
は
有
が
た
き
た
め
し
也
。
忠
臣
は
二
君
に
つ
か
へ
ず
、
貞
女
は
二
夫
に
ま
み
え
ず
と
も
、
か
や
う
の
事
を

や
申
べ
き
。 

○
傍
線
部
の
成
句
、
延
慶
本
・
源
平
闘
諍
録
（
為
義
北
の
方
に
言
及
）・
長
門
本
・
南
都
本
・
覚
一
本
・
城
方
本
に
あ
り
。
四
部
合
戦
状
本
・
源
平
盛
衰
記
（
天
竺
金
地
国

の
后
の
故
事
）
な
し
。 

 

六
．
妻
子
へ
の
愛 

【
資
料
20
】『
将
門
記
』（『
将
門
記
略
』）「
私
闘
の
発
端
」 

夫
レ
聞
ク
彼
ノ
将
門
ハ
、
昔
天
国
押
撥
御
宇
柏
原
天
皇
五
代
ノ
苗
裔
、
三
世
高
望
王
ノ
孫
ナ
リ
。
其
ノ
父
ハ
陸
奥
鎮
守
府
将
軍
平
朝
臣
良
持
ナ
リ
。

舎
弟
下
総
介
平
良
兼
朝
臣
ハ
将
門
ガ
伯
父
ナ
リ
。
而
ル
ニ
良
兼
ハ
去
ヌ
ル
延
長
九
年
ヲ
以
テ
、
聊
カ
女
論
ニ
依
リ
テ
、
舅
甥
ノ
中
既
ニ
相
違
フ
。 

○
他
文
献
な
し
。 

【
資
料
21
】『
将
門
記
』「
冥
界
消
息
」 

之
ヲ
以
テ
之
ヲ
謂
フ
ニ
、「
我
ガ
日
本
国
ノ
暦
ニ
ハ
九
十
二
年
ニ
当
ル
。
彼
ノ
本
願
ヲ
以
テ
此
ノ
苦
ヲ
脱
ル
ベ
シ
」
者
。
抑
々
離
閻
浮
ノ
兄
弟･

娑
婆

ノ
妻
子
、
他
ノ
タ
メ
ニ
慈
ヲ
施
シ
、
悪
ノ
タ
メ
ニ
善
ヲ
造
レ
。
口
ニ
甘
シ
ト
雖
モ
、
恐
レ
テ
生
類
ヲ
食
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
心
ニ
惜
ム
ト
雖
モ
、
好
ミ
テ

仏
僧
ニ
施
シ
供
ス
ベ
シ
」
者
。
亡
魂
ノ
消
息
右
ノ
如
シ
。 

○
他
文
献
な
し
。 

【
資
料
22
】『
陸
奥
話
記
』「
阿
久
利
河
の
事
件
」 

頼
時
、
其
の
子
姪
に
語
り
て
曰
く
、「
人
倫
の
世
に
在
る
は
、
皆
妻
子
の
為
な
り
。
貞
任
愚
な
り
と
雖
も
、
父
子
の
愛
棄
て
忘
る
ゝ
事
能
は
ず
。
一
旦

誅
に
伏
せ
ば
、
吾
れ
何
ぞ
忍
び
ん
や
。
如
か
じ
関
を
閉
ぢ
て
聴
か
ず
し
て
、
来
攻
を
甘
ん
ぜ
ん
に
は
。
況
ん
や
吾
が
衆
も
亦
拒
ぎ
戦
ふ
に
足
れ
り
。

未
だ
以
て
憂
と
な
さ
じ
。
縦
ひ
戦
に
利
あ
ら
ず
と
も
、
吾
儕
等
く
死
す
る
こ
と
、
ま
た
可
な
ら
ず
や
」
と
。 

○
『
今
昔
』「
頼
時
、
貞
任
ニ
語
テ
云
ク
、「
人
ノ
世
ニ
有
ル
事
ハ
皆
妻
子
ノ
為
也
。
貞
任
我
ガ
子
也
。
棄
ム
事
難
有
シ
。
被
殺
ヲ
見
テ
、
我
レ
世
ニ

不
可
有
ル
。
不
如
、
門
ヲ
閉
テ
其
ノ
言
ヲ
不
聞
。
何
況
ヤ
、
守
任
既
ニ
満
タ
リ
。
上
ラ
ム
日
近
シ
。
其
ノ
心
嗔
ル
ト
モ
、
自
来
リ
責
メ
ム
事
不
能
。

我
レ
亦
防
キ
戦
ハ
ム
ニ
足
レ
リ
。
汝
不
可
歎
」
ト
云
テ
、」 

【
資
料
23
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
冬
の
再
来
」 

城
を
ま
き
て
、
秋
よ
り
冬
に
を
よ
び
ぬ
。
さ
む
く
つ
め
た
く
な
り
て
、
み
な
こ
ゞ
え
て
、
お
の

く
か
な
し
み
て
い
ふ
や
う
、「
こ
ぞ
の
ご
と
く
に
、

大
雪
ふ
ら
む
事
、
す
で
に
今
日
明
日
の
事
な
り
。
雪
に
あ
ひ
な
ば
、
こ
ゞ
え
し
な
む
こ
と
、
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
妻
子
ど
も
、
み
な
国
府
に
あ
り
。

各
、
い
か
で
か
京
へ
の
ぼ
る
べ
き
」
と
い
ひ
て
、
な
く

く
ふ
み
ど
も
書
き
て
、「
わ
れ
ら
は
、
一
定
、
雪
に
お
ぼ
れ
て
し
な
ん
と
す
。
こ
れ
を
う
り



 9 

て
粮
料
と
し
て
、
い
か
に
も
し
て
京
へ
帰
の
ぼ
る
べ
し
」
と
い
ひ
て
、
わ
が
き
た
る
き
せ
な
が
を
ぬ
ぎ
、
の
り
馬
ど
も
を
国
府
へ
や
る
。 

【
資
料
24
】『
奥
州
後
三
年
記
』「
武
衛･

千
任･

家
衡
の
探
索
」 

家
衡
は
、
花
柑
子
と
い
ふ
馬
を
な
む
も
ち
た
り
け
る
。
六
郡
第
一
の
馬
な
り
。
こ
れ
を
愛
す
る
事
、
妻
子
に
す
ぎ
た
り
。
に
げ
ん
と
て
、「
此
馬
、
敵

の
と
り
て
の
ら
む
事
ね
た
し
」
と
い
ひ
て
、
つ
な
ぎ
つ
け
て
、
身
づ
か
ら
射
こ
ろ
し
つ
。 

 

＊
結
び
に
か
え
て 

〈
初
期
軍
記
〉
の
「
戦
争
被
害
の
表
現
」
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
。 

・「
兵
」
た
ち
が
も
っ
と
も
失
い
た
く
な
か
っ
た
も
の
。
→
敵
に
も
っ
と
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
武
力
行
使
の
光
景
を
描
き
こ
む
軍
記
。 

・「
出
来
事
」
と
し
て
の
表
現
（『
日
本
書
紀
』『
今
昔
物
語
集
』
の
強
姦
記
事
）
→
「
被
害
の
心
情
」（
恥
）
に
立
ち
入
っ
た
「
出
来
事
」
を
表
現
す

る
軍
記
。 

・「
被
害
」
の
発
端
か
ら
見
る
、
作
品
の
根
底
に
流
れ
る
文
学
的
要
素
→
「
妻
子
」
あ
る
い
は
「
家
」
と
い
う
共
同
体
の
維
持
＝
「
妻
子
へ
の
愛
」 

…
『
将
門
記
』「
将
門
の
最
期
」「
誰
カ
図
ラ
ム
、
少
過
ヲ
糺
サ
ズ
シ
テ
大
害
ニ
及
ブ
ト
ハ
」 

…
『
陸
奥
話
記
』「
阿
久
利
河
の
事
件
」「
人
倫
の
世
に
在
る
は
、
皆
妻
子
の
為
な
り
」 

…
『
奥
州
後
三
年
記
』「
武
衛･

千
任･

家
衡
の
探
索
」「
こ
れ
（
花
柑
子
と
い
う
馬
）
を
愛
す
る
事
、
妻
子
に
す
ぎ
た
り
。
に
げ
ん
…
」 

 

【
使
用
テ
キ
ス
ト
】
引
用
掲
出
文
献
は
ゴ
チ
ッ
ク
（
本
文
は
一
部
私
に
訂
し
た
部
分
が
あ
る
） 

『
日
本
書
紀
』 

小
島
憲
之
氏･

直
木
孝
次
郎
氏
ほ
か
校
注･

訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
３･

４ 

日
本
書
紀
②
③
』（
小
学
館
、
一
九
九
六･

一
九
九
八
） 

『
風
土
記
』 

小
島
瓔
禮
氏
校
注
『
角
川
文
庫 

風
土
記
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
） 

『
将
門
記
』 

梶
原
正
昭
氏
校
注
『
東
洋
文
庫
280･

291 

将
門
記 

１･

２
』（
平
凡
社
、
一
九
七
五･

一
九
七
六
）
当
該
本
文
の
見
出
し
章
段
名
を
使
用
。 

柳
瀬
喜
代
志
氏･

矢
代
和
夫
氏･

松
林
靖
明
氏･

信
太
周
氏･

犬
井
善
壽
氏
校
注
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
41 

将
門
記･

陸
奥
話
記･

保
元
物
語･

平
治
物
語
』（
小
学
館
、

二
〇
〇
二
） 

『
陸
奥
話
記
』 

大
曾
根
章
介
氏
校
注
担
当
『
岩
波
日
本
思
想
大
系
8 

古
代
政
治
社
会
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
） 

梶
原
正
昭
氏
校
注
『
古
典
文
庫
70 

陸
奥
話
記
』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
八
二
）
当
該
本
文
の
見
出
し
章
段
名
を
使
用
。 

『
今
昔
物
語
集
』 

小
峯
和
明
氏
校
注
『
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
36 ･

37
今
昔
物
語
集
四･

五
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四･

一
九
九
六
） 

『
奥
州
後
三
年
記
』 

野
中
哲
照
氏
「『
奥
州
後
三
年
記
』
の
本
文
研
究
（
本
文
篇
）」（『
古
典
遺
産
』
41
、
一
九
九
一
・
二
）
当
該
本
文
の
見
出
し
章
段
名
を
使
用
。 

『
平
家
物
語
』 

高
木
市
之
助
氏
ほ
か
校
注
『
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
32 

平
家
物
語
上
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
）。
覚
一
本
（
龍
谷
大
学
蔵
本
）。 


